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16S　 rRNA 塩基配列に基づ く海洋性 Cy七〇phaga 属の系統分類

（東大 、 旛微研）　 ○中｝ilas好 、 山里一英

1．目的　wwC　t　 h　 属はグラム 陰性 、 滑走性の 桿菌で Flavobacte　rium 属 、　Bactero　i　des
属等 と共に 、 真性細菌の1 つ の phylum を構成してい る 。 陸生 、 梅洋性の菌種 を含み 、 自

然界に広 く分布してい るが、 属の定義 、 種へ の分類が困難な細菌で 、
一般的な分類学的性

質や化学分類学的性質に よ っ て は 、 Flavobacterium属と区別がで きず 、 ま捻 、 種間の類縁
圉係も明 らかでな い 。 本研究で は 、 Flavobacterium・CL）t：t！igegggh　 complex の 系統分類学的研

究を行う目的で 、 先ず海洋性 sCEy1ig［1nggt　 h　 属の 16S　rRNA の塩墓配列を決定 しte。

2。方法および結果 菌株は 、 一 、 ⊆」 遡 、C．　diffluens、　C．　fermenもans 、

C●　tatercula、 ⊆撫 、　C・marina 、　C・marinoflava 、 C・　salmonicolor お よび 玄

嫐 の 海洋性IO 種の基準株 10株と 、 陸生で ある基準種 C．　huもchinsonii の基準株

計1ゴ株を対象と し滝 。 16S　rRNA の塩基配列の決定は逆転写酵紫を用い る dideoxy法t ，
で

行ない 、 プ ライマ ーと して は 、 350R、 520R、 700R、 920R、 1100R、 1％OR、 1400Rの 7 種を

使用 し 、 約ユ300塩基の配列を決定 Vta 。

　キノン系分析の 結果で は 、 海洋性 wwC　tO　h　 属は MK−6 まteは MK−7 に よ り特徴づ け ら

Ut　te。　i6Sr　RNA 塩墓配列の 結果で は 、 海洋性 wwC　t　h　　属は墓準種と離れ 艶位置にあ っ

ta。 決定 した塩墓配列の 中で 、 ポジシ ョ ン 1100・1399 の 領域において 、 海洋性の菌種問で

も塩基の相異が多 くみ られ 、 海洋性 wwCt　 h　 属は diverse なグJV・一プで あるこ とが明

らかとな っ 瘧 。

1＞　D。　」．　Lane　et　al 。
，　Proc．　Nati．　Acad．　Sci．，　82，　6955　（1985＞．

The　鷹o蕁ecu 旦ar　sy8 毒e剛atics 　of 　凾ar 」腿e　孅 　o臓　therbasis　of
乳6S　 r需鱒A　 8閃 ロences

Y呂suyoshl 　Nakagawa　and　Kazuhido 　甘窃鯣as 巳もo 　（lnstitute　of 　Applied　M｝crobiology ，

Th巴 　U騎iversiもy　of 　TOヒyo ， 　3U覇kyo國ku 騨　丁Φkyo　1且3）

302
16S　rRNA の 塩基配剃 に基づ く紅色非 イオウ光合成細菌
一 属 の 系統分類学的研究

（東大 、 応微研 ， ＊東京都立大）　O 川崎浩子 ， 星野八州雄＊， 山里一
英

1）目的　 一 属細菌は Proteobacteria の α サブグル ーブに属 す る光合成細

菌で 、 自然水界の 嫌気層に広 く分布 して い る 。 しかし分 類学的研究は不十分 で あ り 、 多くの

未認載の 兮類群が 存在 して いると考え られて い る 。 本研 究 では、本属 の 種の系統的関係を明

らか に するこ と、並び に 日本各地 よ り分離され 、 一 属 と同定 され た株に つ い

て 、 その 分類学的位置を明らか にす る こ とを目的と して 16S　rRNA の塩基配列の 決定を行 っ

た 。

2 ）方法および結果　供試菌株は 一
・
睡 、 −

btastica、　Bh　d　 d　mona ＄ marina の 基準株と 、 晦洋 、 水田 お よび排水処理場 よ り分離 さ

れ 、監 mariaa 、 鬣 …嫐 と同定ざ れ ta株約15株を用いte。 16S　rRNA 塩墓配列は 、 逆転

写酵絮 を用い 激 Dideoxy法に より決定 しだ 。 こ の結果 に文献デ ータ を加え比 較解析 を行 っ 彪 。

ユ ニ バ ーサル プラ イマ ー 1400Rで 決定 し花部位に つ い て 解析 した結果、次の三 点が明らか と

な っ 艶 。 第一に 、　鬣 幽 ・ R」」 幽 と ・ 艮∴ marina ・ 1L　blasticaで はポジシ ョ

ン 1260番付近の 二 次構造が 異な っ て お   、 』 marina 、 ＆ blastlca に 21塩墓の欠損が み られ

た 。 第二 に 、 旦二
marina と同定さ れ 彪6株の うち、2株 は壑 marina の基準株 と塩 基配列が完

金 に 一致 し、2椋 は 1塩墓 の 相違がみ られ 鞄 ◎ 他の 2株は ＆ mariRa と はポジ シ y ン 1260番付

近の 二 次構造が異な っ てお り 、 こ の 異な っ 彪部位以外で も 1243塩墓の 相違がみ られ 、 少な く

ともJL．L　marina とは異 なる種で あると考え られ た 。 第三 に 、 　1廴 曲 と同定され 凝 6

株の うち 、 1株は墓準株と完全 ua−一致 し、2株は 1塩墓の 相違がみ られた 。 他の 3株 は 17塩基の

相違 がみられ、脱 麒 とは少な くとも別種で あると考 えられた 。 Rhode・

wwd 　　　 属細菌と 、 こ れ ら分離株 に つ い て の 詳細な系統闘係 を明 らかに する泛め 、 現在

16S　 rRNA の ほぼ完全 な塩基配列の 解析を行っ て い る 。
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